
















要約

眼科部門の三歳児健診導入により,千葉県下においても平成 2年秋より準備に入り,既に導

入されていた千葉市を除く 18保健所管内にて平成 3年 4月より実施された。原則的には,

一次健診は家庭での視力測定と問診票,二次健診は保健所に眼科医の出動,精密健診は受託

医療機関にて行った。地域によって,健診対象者数,参加可能な眼科医数,さらに精密健診

可能な受託医療機関数等その事情も異なり,実施上の細目については保健所,医師会,所属

眼科医会との話合いの上決定実行する柔軟性を持たせた。健診結果をみると,各保健所間

の格差がでていること,二次健診受診率が低いこと,三歳児健診での異常者の大半は屈折異

常に関連する例が多いこと,従って屈折異常の効率よい健診が必要であること,精密健診後

の経過観察や治療が中断する例があることなど,個々の健診の効率化と関連して今後の問

題解決が要求される。最終的に受託医療機関に対し実施したアンケート調査結果もあわせ

報告し,問題点を明らかにし今後の健診の効率化を図りたい。


